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１．期末考査終了！そして訂正へ 

  県総体を終え，部活動を引退した 

３年生のみなさん，これまで本当に 

お疲れ様でした。これからは後輩た 

ちが部活動をしっかりと引っ張って 

いってくれるはずです。 

１・２年生は先輩がいた頃に負けないような，活気

ある部活動を作り上げていきましょう。 

 

さて，１学期のテスト納めとしての期末試験が終わ

りました。４日間，ひとつひとつのテストに向けて，

全力で取り組めましたか？ 

ほっと一息つきたいところですが，期末試験の翌日

には，普通科では進研記述模試があります。これまで

学んだ内容が頭に入っているかという腕試しとして，

言わば「勉強の全国大会」が開催されます。今の自分

が「全国何位」なのか。 

…模試の結果が返って 

くるのはだいたいひと 

月後になりますが，良 

かれ悪しかれ，結果を 

「ひとつの物差し」として前向きにとらえ，今後も見

えないライバルたちとしのぎを削っていきましょう。 

 

１．やりっぱなしは禁物！ 

 模試の結果が返ってくると，たいていの人は志望校

の合格の可能性，つまり，「偏差値」や「判定」だけに

一喜一憂しておしまいになりがちです。 

 

「やった！Ａ判定だ！」 

「うわ！Ｅ判定だった…もうダメだ。」 

 

結果の返却の際，こんな声が教室からぼそぼそ聞こえ

てきますが，これではせっかく出場した全国大会なの

に，得るものが少ない。模試の結果というのは，あく

までも途中経過のものさしでしかありません。それよ

りもむしろ，「他の人には解けたのに，自分には解けな

かった問題がある」という事実を重く受け止めて， 

必ず訂正をしましょう。 

２．どんな訂正ノートを作るべきか。 

普通科の生徒の模試訂正に限らず，Ａ科，Ｅ科の皆

さんからも定期考査の訂正の際，しばしば「どう訂正

していいか分からない」という質問を受けます。 

 

そもそも，訂正というのは「再び同じような問題を

見かけた際には，今度こそ確実にやっつけてやる」た

めの取り組みです。模範解答をきれいにノートに写し

ても，その結果得られるものは自己満足だけでしょう。 

 

人間は一度覚えても必ず忘れます。ですから１週間

後，１か月後にもう一度そのノートを見たとき，心の

中で「ああ，この系統の問題はこうやって解けば良か

ったんだった。」というように，答えそのものではなく

「道のり」を思い起こせるやり直しこそ真の訂正です。 

 

そこで，皆さんに取り組んで欲しいのは， 

「解答までのプロセス（=過程）」が分かるテスト訂正

です。国語の模試訂正を例に，実際のやり方を見てみ

ましょう。 

 

右のノート

はある生徒の

小説問題の訂

正ノートです。 

この小説を

読んでいない

人でも，このノ

ートを見れば

「母が具合を

悪くしたこと

で，光生と康生

が話し合うこ

とになった」というプロセスが見えてきます。 

 

…ちなみに，裏面に実際の問題があります。どれが正

解かな？ 

（答えが知りたい人は，3-1 の生徒を捕まえて聞いて

みてくださいね。） 
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今回は国語を用いた紹介でしたが，他教科でも変わらず，テスト訂正は何にも増した勉強法です。 

頭の良さは初めから決まっているものではなく，「良くする」もの。 

筋トレと同じでとても時間がかかります。たった 1 問理解するために，3日も使うことだってあります。 

ですが，それが解けたら面白い。「自分史上最高知能」を目指して，能トレに励みましょう。 

 


